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近畿農政局大阪府拠点交渉（全農林労働組合大阪分会） 

議 事 要 旨 

 

１ 日 時：令和８年３月１７日（火）１２：３０～１２：５０（２０分） 

２ 会 場：近畿農政局大阪府拠点第２会議室 

３ 出席者：近畿農政局大阪府拠点  有江 渉   地方参事官（大阪府担当） 

同       先田 利行  総括農政推進官 

同       井伊 茂雄  主任農政推進官 

同       小山 美紀子 農政推進官 

全農林労働組合大阪分会 野田 昌則  委員長 

同       吉田 毅   副委員長 

同       奥 聡一   書記長 

同       松原 成夫  財政部長 

同       北野 敦巳  執行委員 

 

４ 議 題：2025 年秋季要求書回答 

      （全農林労働組合大阪分会提出 別添 「要求書」） 

 

５ 議事概要 

（先田総括農政推進官） 

ただいまから、大阪分会からの要求に基づく交渉を始めます。 

本日の交渉に先立ちまして、国家公務員法第 108 条の５の規定に基づく予備交渉の段

階で取り決めた事項を報告します。 

要求事項のうち、「新たな労使関係の構築に関する基本方針について」第３の１の

（３）に定められた要件を満たし、交渉対象となる事項は、「Ⅲ 労働諸条件の改善に

ついて」の１、２及び３の超過勤務縮減対策の一部の事項、４の事項、７のハラスメン

トの実効ある防止策の一部の事項、８．９の事項、１０の障がい者に寄り添った職場環

境の整備の一部の事項、１１の事項、「Ⅳ 福利厚生施策の充実について」及び「Ⅴ 

人事評価制度について」の事項とし、その他の事項については管理運営事項等に該当す

ることから、要望事項として承ると整理しておりますので、これを前提として交渉を行

います。 

 

（野田委員長） 

 大阪府拠点で働く組合員は、日頃より公務・公共サービスの担い手として、農林水産

行政に対するニーズに応えるため、懸命に業務に邁進しています。 

 このような中で、私たち大阪分会は、労働条件の点検を行い、職場における課題を整



 - 2 -

理し、要求事項として取りまとめました。農林水産行政の円滑な推進と公務員の生活、

労働条件を維持・改善するため、要求事項の実現に向けて最善を尽くしていただきます

よう要請します。 

 それでは、予備交渉で整理された事項について、地方参事官（大阪府担当）から回答

いただきたく存じます。 

 

（有江地方参事官） 

要求事項のうち交渉対象となった事項について回答します。 

Ⅲの労働諸条件の改善についてですが、１、２及び３の超過勤務の縮減については、

職員の心身の健康維持、ワークライフバランスの観点からも極めて重要であると考えて

おります。 

これまでも超過勤務の事前命令の徹底、毎週水・金曜日における定時退庁の呼びかけ

を行っておりますが、管理職員に対し、効率的な業務の執行について強く指導し、超過

勤務の縮減に積極的に取り組んでいるところです。 

今後とも引き続き、効率的な業務運営、職場内の情報共有の徹底等を図り、職員が帰

宅しやすい環境づくりに努め、超過勤務の縮減に取り組んでまいります。 

４の１１時間の勤務間インターバルの確保についてですが、令和６年４月から各省各

庁の長に職員の勤務間インターバル確保に係る努力義務を課す人事院規則の改正がなさ

れたことにより、近畿農政局においても「新たな超過勤務縮減対策について」が改正さ

れ、１１時間の勤務間インターバルの確保が努力義務として規定されたところです。超

過勤務縮減対策の一環として勤務間インターバルが確保されるよう、勤務時間管理者及

び職員に対する周知徹底を図ってまいります。 

７のハラスメントの防止策についてですが、大阪府拠点においても相談窓口を設置し、

職員からのハラスメントを含む日常的な苦情等の相談に応じているところです。 

また、農林水産省職員倫理啓発週間に併せて、非常勤職員を含む全職員を対象に、ハ

ラスメント防止に関するチェックシートの実施及び人事院作成の啓発資料の配付や動画

を視聴し、職員への周知の徹底など各種ハラスメントの防止に努めているところです。 

引き続きハラスメントのない職場の構築に取り組んでまいります。 

 ８及び９の休暇や育児休業等が取得しやすい職場環境の整備についてですが、年次休

暇や夏季休暇を取得することは、職員にとって、心身のリフレッシュ、疲労回復、パフ

ォーマンスの維持等を図る上で重要であると考えており、計画的な取得に努めるよう周

知しているところです。 

特に、ゴールデンウィーク期間や夏季休暇取得の際には、年次休暇と組み合わせ、長

期連続休暇を取得するよう奨励しているところです。 

また、年次休暇の付与日数が１０日以上ある職員に対しては、毎年９月末時点で累計

使用日数が５日に達していない場合、年次休暇の使用を促しており、昨年は、全職員が
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５日以上の年次休暇を取得しているところです。 

育児休業等の両立支援制度については、これまでも職員掲示板等を通じて職員へ周知

を図るとともに、管理職員に対し、制度の理解に努め、職員から照会があった場合には、

丁寧に対応するよう指導しているところです。 

今後とも引き続き、休暇や育児休業等が取得しやすい環境づくりに努めてまいります。 

１０の障がい者に寄り添った職場環境の整備についてですが、これまでも相談窓口の

設置、厚生労働省が開催するセミナーの受講等の促進などのほか、大阪市障がい者就業

・生活支援センター及びハローワーク大阪東担当者からの助言を基に、障がい者が働き

やすい職場環境づくりに努めてまいります。 

１１の民主的な職場の確立についてですが、業務を円滑に推進するためには、明るく

風通しの良い職場環境づくり、業務の平準化等が不可欠であると認識しており、引き続

き、職場内の情報共有の徹底、コミュニケーションの活性化等を図り、業務が円滑かつ

効率的に実施できる環境づくりに努めてまいります。 

Ⅳの福利厚生施策の充実についてですが、メンタルヘルス対策については、職員が自

身のストレスがどのような状態にあるのかを正しく認識できるよう、全職員を対象とし

たストレスチェックを実施するとともに、「農林水産省職員の心の健康づくりのための

運用方針について」に基づき、心の健康づくりのための体制の整備、予防対策の強化、

円滑な復帰に向けたフォローの強化及び復帰後の再発防止対策の実施等の対策を講じて

いるところです。 

特に、職務復帰後の職員に対しては、管理監督者として、当該職員からの相談への対

応、必要に応じた職務内容の調整など、再発防止と円滑な業務運営への両立に努めてい

るところです。 

また、新たに管理職員となった者及び主任相当職に昇任した者に対しては、ｅラーニ

ングによるメンタルヘルス講習を受講していただいているところです。 

今後とも引き続き、職員の心身の健康に十分配慮し、気軽に相談できる職場環境づく

りに努めてまいります。 

Ⅴの人事評価制度についてですが、期首面談は、評価期間中の被評価者の業務上の目

標内容を明確にして、認識の共有を図ることを目的に行っているところです。 

期末面談においては、全体評語の開示のほか、実際の評価事実に基づき、評語を付し

た根拠をコメントするなど具体的な指導等を行うとともに、次期の業務に向けて、改善

点や期待する行動等についての助言等を行っているところです。 

また、人事評価制度に関わらず、コミュニケーションの活性化や職員への指導・助言

については、職場における情報共有や業務改善等を図る上で必要なものであり、今後と

も引き続き、日常のコミュニケーションを十分に図り、話しやすい雰囲気のもとで適切

に面談が行われるよう、評価者を指導してまいります。 

なお、人事評価制度の周知や評価結果の活用方法については、ｅラーニングなどの評
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価者訓練において十分周知しているほか、各職員に対しても、職員掲示板等を通じて、

昇任・昇格等に活用される重要事項であることを周知しているところであり、引き続き、

評価制度等への理解が更に深まるよう努めてまいります。 

 

（野田委員長） 

超過勤務の縮減ですが、これまでの継続した対策等により一定の縮減は図られている

ものの、未だ時期・業務によっては超勤が発生していることも認識しています。現在、

働き方改革の機運が高まっていますので、職場段階から更に実効のある超過勤務の縮減

を進めていただくことを要請します。 

年次休暇や夏季休暇については、ほぼ希望どおりに取得する職員が多くいる一方、業

務多忙と人員不足等から希望どおり計画的に取得できないという職員の切実な声もあり、

更なる管理職員のマネジメントが重要になっていることから、適切な対応を要請します。 

ハラスメントについては、被害者に精神的・身体的苦痛を与え、健康が脅かされるだ

けでなく、周りの職員へも不快感を与え職場環境を悪化させるものであるため、大阪分

会としても職場からハラスメントを根絶するため、「くみあい相談窓口」を設置するな

ど取組を行っています。ハラスメントを根絶し、働きやすい職場環境となるよう、管理

職員に対しては、ハラスメントの防止等を徹底していただくようお願いします。 

メンタルヘルス対策は難しい問題だと認識しています。それぞれの性格や心身のバラ

ンスにより同じ境遇であってもなる人とならない人がいるように、いつ誰がそうなるか

想定できないものです。 

みんなが健康で職務を遂行できるよう、職員の心身の健康に十分目配りし、何でも相

談できる職場環境づくりと対策をとっていただきたいと思います。 

職員が快適で安心して職務が遂行できるよう施設の維持管理に努めていただき、職員

の健康被害を防止するための対策や柔軟な対応をとっていただきたいと思います。 

人事評価制度については、制度としては定着していると思われますが、評価結果が評

価される者に納得できるものとなっているのか疑問があります。人事評価が昇任・昇格

等全てに影響を与えるということを考えると信頼関係の上に立って期首面談における目

標設定、納得のいく公平な評価とそれをしっかり説明できる期末面談が重要となります

ので、全ての評価者の基準の統一と信頼関係の醸成を図るよう要請します。 

 

（有江地方参事官） 

本日は、超過勤務縮減対策、ハラスメントの防止対策、職場環境の整備など、職員か

らの声を聞かせていただきましたが、これらは、職員の勤務条件に大きく影響する課題

であると認識しております。 

国家公務員及び農林水産省を取り巻く環境が大変厳しい中、職員の皆様が、日々、農

林水産行政の推進に尽力されていることは承知しており、本日の交渉を踏まえ、職員の
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皆様にとって、より働きやすい職場となるよう、引き続き努力してまいります。 

 

（野田委員長） 

大阪府拠点では、長年にわたり定員が削減され、日々の業務運営に課題が存在してい

ます。各管理職員が日常的に職員とコミュニケーションを図り、業務分担や業務計画の

進捗状況を把握し、きめ細かな行程管理を行うとともに、必要に応じて業務調整や応援

体制の構築を図るなど円滑な業務遂行に向けて万全を期すよう要請します。 

 

（先田総括農政推進官） 

以上をもちまして、大阪分会からの要求に基づく交渉を終了します。 








